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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

夏本番！
待ちに待ったプール開きに大はしゃぎ。夏には
やはり、子どもたちのあどけない笑顔がよく似
合います。（写真は和知小学校）

初めての乗馬に
ドキドキ、ワクワク
　８月５日に和知地区出野の「ヤマモリふぁーむ」
で開催した「親子四季体験教室」のひとコマ。
参加した子どもたちは、胸をドキドキ、ワクワク
させながら、初めての乗馬を楽しんでいました。

Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
エ
リ
ッ
ク
・
ギ
バ
ー
ス
さ
ん
（
南
ア
フ
リ
カ
）
と
、

ブ
ル
ッ
ク
・
ポ
ー
ル
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）
が
、
派
遣
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
七
月
下
旬
、

そ
れ
ぞ
れ
故
郷
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
二
年
前
に
来
日
。
蒲
生
野
中
や
旧
丹
波
町
内
の
各
小
で
英
語
の

指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
ブ
ル
ッ
ク
さ
ん
は
三
年
前
に
来
日
し
、
瑞
穂
中

や
旧
瑞
穂
町
内
の
各
小
で
英
語
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
「
夏
の
花
火
大
会
や
盆
踊
り
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
」

と
話
し
、
ブ
ル
ッ

ク
さ
ん
は
「
秋
祭

り
で
地
域
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
、
み

こ
し
を
担
い
だ
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
に
つ

い
て
、「
英
語
の
先

生
」
と
話
し
た
エ

リ
ッ
ク
さ
ん
、「
国

際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
で
活

躍
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
ブ
ル

ッ
ク
さ
ん
。
さ
よ

う
な
ら
。
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
。
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Tank you very much for inviting me to live in 

kyotamba-cho.

I enjoyed my time here, and learned a lot 

about life in Japan.

I think that people here are very kind and 

friendly.

I hope to visit sometime again in the future.

ありがとうございました！

Erik Gevers

I want to Tank everyone in kyotamba for 

their kindness and generosity during my three 

years here.

I have made many memories in Japan that I 

will share when I return to America.

I will always think of Mizuho as my home 

away from home.

Brooke Paul

京丹波町に住ませていただいて大変ありがとうございま
した。
ここで楽しい時間を過ごし、また、日本の生活について
多くのことを学びました。
京丹波町の皆様はとても優しく、親しかったと思います。
将来、いつの日か、また京丹波町を訪れたいです。

エリック・ギバース

３年間の滞在の間、京丹波町の皆様には、優しく、寛大に
接していただき、ありがとうございました。
日本でつくったたくさんの思い出は、アメリカに戻っても
忘れません。
第二の故郷として、瑞穂のことをいつも思っています。

ブルック・ポール

［特集］

新農業時代
―新たな風を受けて農業が変わっていく―

エリックさん（左）とブルックさん（右）
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農
家
の
減
少
傾
向
と

従
事
者
の
高
齢
化
進
む

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、町
内
の
販

売
農
家（
経
営
耕
地
面
積
が
三
〇
ア
ー
ル
以
上
、ま
た
は
、

農
産
物
販
売
金
額
が
五
十
万
円
以
上
の
農
家
）数
は
千

四
百
六
十
九
戸
で
、前
回
調
査（
二
〇
〇
〇
年
）と
比
べ
、

二
百
二
十
三
戸（
一
三
・
二
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
業
従
事
者
は
二
千
四
十
二
人
で
、前
回
調
査

と
比
べ
、百
八
十
三
人（
八
・
二
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、農
業
従
事
者
全
体
に
占
め
る
六
十
五
歳
以

上
の
割
合
は
七
二
・
八
％
で
、前
回
調
査
と
比
べ
、四
ポ
イ

ン
ト
増
加
。
現
在
、京
丹
波
町
の
農
業
は
農
家
の
減
少
と

従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

小
規
模
農
家
は
激
減

家
族
経
営
の
農
家
数
を
経
営
面
積
規
模
別
に
み
て
み

る
と
、
左
の
表
の
と
お
り
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
で

は
前
回
調
査
と
比
べ
、農
家
数
が
大
幅
に
減
少
。
さ
ら
に

農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
で
も
、一
〇
〇
万
円
未
満
の

規
模
に
お
い
て
農
家
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、小

規
模
農
家
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
経
営
耕
地
面
積
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
、農
産
物
販
売
金
額
百
万
円
以
上
の
規
模
で
は
、農
家

数
に
わ
ず
か
な
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、農
業
経
営
は
大

規
模
化
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

農
政
の
大
転
換

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

こ
の
よ
う
に
、農
家
の
減
少
や
従
事
者
の
高
齢
化
、そ

れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
全
国
的
に
進
ん
で
お

り
、わ
が
国
で
は
、今
後
の
農
業
生
産
構
造
の
ぜ
い
弱
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、今
後
の
日
本
の
農
業
を
背
負
っ
て
立

つ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、担
い
手
が
中
心
と
な
る
農
業

構
造
を
確
立
す
る
た
め
、平
成
十
九
年
産
か
ら「
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、上
の
図
で
示
す
と
お
り
、意
欲
と
能
力

の
あ
る
担
い
手
に
対
象
者
を
限
定
し
、そ
の
経
営
の
安

定
を
図
る
施
策
で
、す
べ
て
の
農
業
者
を
対
象
に
個
々
の

品
目
ご
と
に
施
策
を
講
じ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
農
政
を

根
本
か
ら
見
直
す
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
国
の
動
き
に
伴
い
、今
後
、本
町
の
農
業
に

お
い
て
も
、認
定
農
業
者
の
育
成
や
、集
団（
集
落
）営
農

の
推
進
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

新
農
業
時
代
と
も
い
え
る
転
換
期
を
迎
え
、今
後
の

本
町
の
農
業
振
興
に
何
が
必
要
か
。
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
、農
業
経
営
を
行
う
認
定
農
業
者
や
、集
団
営

農
を
行
う
集
落
、営
農
組
織
の
法
人
化
を
目
指
す
団
体

の
皆
さ
ん
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
み
な
が
ら
、そ
の
手

が
か
り
を
さ
ぐ
っ
て
い
き
ま
す
。

特集

 区　分 計 1.0未満 

 平成１７年 1,472 1,212 157 54 29 １9 ― 

 平成１２年 1,692 1,407 184 53 27 20 ― 

 増　減 △220 △195 △27 １ ２ △1 ―  

経営耕地面積規模別経営体数　 （単位：経営体）

1.0～1.5 1.5～2.0 2.0～3.0 3.0～10.0
10.0ha
以上

 区　分 計

 平成１７年 1,472 1,297 151 23 ―

 平成１２年 1,692 1,533 140 19 0

 増　減 △220 △236 11 4 ―

 

農産物販売金額規模別経営体数　（単位：経営体）
100万円
未満

100～
1000

1000～
1億円

1億円
以上

品目横断的経営安定対策とは、新たな施策の対象となる担い手の経営の安定を図る対策です。
これまでは、すべての農業者を対象に個々の品目ごとの価格に着目した支援が行われてきましたが、
平成１９年産からは、まず、認定農業者または一定の条件を備えた集落営農でなければ支援が受けら
れません。そして支援の内容も担い手の経営全体に着目した政策に一本化されます。

品目横断的経営安定対策とは

支援の対象

支援の内容

経営規模として算入できる面積

経営規模の特例 知事からの申請に基づき、国が特例基準を設定します。

【基本原則】
○認定農業者（４ｈａ以上）
○一定条件を備える
集落営農組織（２０ｈａ以上）

次のいずれかの「担い手」が支援の
対象です。

①認定農業者
経営面積４ｈａ以上（特例あり）

②一定の条件を備える
　集落営農組織
経営面積２０ｈａ以上（特例あり）

物理的制約
中山間地域

複合経営など

生産調整

９割を支払

【農地が少ない場合の特例】
集落の農地が少ない地域では、面積規模が緩
和されます。
（基本原則のおおむね８割まで。中山間地域の
集落営農組織は５割まで）

【生産調整組織の場合の特例】
地域の生産調整面積の過半を受託し、
生産調整の推進に貢献している組織は、
面積規模が緩和されます。

【所得確保の場合の特例】
経営面積が小さくても農業で相
当の所得を得ている経営は対
象となります。

①諸外国との生産条件格差から生じる不利を補正するた
めの補てん〈生産条件不利補正対策〉

【対象品目】麦、白大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ

②収入の減少の影響を緩和するための補てん〈収入減少
影響緩和対策〉

【対象品目】米、麦、白大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ

中･小規模農家が大部分を占める京丹波町では、現在
のところ、ほとんどの農家・集落営農が対象とならないた
め、今後、農業経営を続けていくうえで、大きな転換期を
迎えているといえます。
今後、認定農業者や集落営農組織育成の推進が重要

になってきます。

　担い手の生産コストのうち、販売収
入ではまかなえない部分が補てんされ
ます。
（生産者ごとの過去の生産実績（平成１
６～１８年産）に基づく支払いと、毎年の
生産量・品質に基づく支払いの両方で
補てんします。） 　その年の収入が過去の平均収入を下回った場合に、

減収額の９割を補てんします（生産者から一定の拠出が必要です。）

担
い
手
の
生
産
コ
ス
ト

支払い

経営規模として算入

生産物の
販売収入

標準的収入

収入

権原農地
農地法に基づき所有権、
賃借権などの権原を有
する農地面積

作業受託
①主な基幹作業を受託
し、②販売名義と③販
売収入の処分権を有す
る面積

農地基本台帳上の現
況地目が「田」と「畑」
の面積の合計です。
（樹園地、採草放牧地
は除きます）

平成19年産から導入される「品目横断的経営安定対策」。
意欲と能力のある担い手の経営の安定を図り、力強い農業構造の確立を目指す同対策は、

これまでの農政を根本から見直す制度として注目を集めています。
この特集では、まさに「新農業時代」ともいえる転換期を迎えようとしている今、

これからの「農業経営」に何が必要かを考えていきます。

（上）黒大豆栽培地（水戸）（下）中山地内に広がる田園

（資料／２００５農林業センサス）

（資料／２００５農林業センサス）



4KYOTAMBA TOWN◆5

新農業時代
新たな風を受けて農業が変わっていく

特集 まちの農業をリードする認定農業者たち
京丹波町の認定農業者（法人を含む）は、現在29人。

地域の特性や資源、個性や創意工夫を生かしながら生産規模の拡大や経営の多角化に取り組む皆さんは、
これからのまちの農業をリードする存在です。

独自のスタイルで「土に生き、農を究める」認定農業者の皆さんの農業経営とは、どういうものなのでしょうか。

丹波地区の認定農業者　

大 幹浩さん（水戸）

瑞穂地区の認定農業者　

坂本武さん（猪鼻）

大
h
さ
ん
が
就
農
し
た
の
は
平
成
五
年
の
こ
と
。「
家

が
専
業
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、自
分
の

自
由
な
時
間
を
持
て
る
職
業
と
し
て
、農
業
を
選
び
ま

し
た
」と
、就
農
の
き
っ
か
け
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
就
農
と
い
っ
て
も
、わ
た
し
に
は
父
親
が
築
い
て
き

た
土
台
が
あ
っ
た
の
で
、新
規
就
農
の
よ
う
に
、ゼ
ロ
か

ら
何
も
か
も
そ
ろ
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
労

は
な
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
大
h
さ
ん
。
現
在
で
は
水

稲
、黒
大
豆
、ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
栽
培
な
ど
大
規
模
な
農

業
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
し
て
も
、「
し
ん
ど
い
」「
つ

ら
い
」が
先
行
し
ま
す
が
、農
業
の
そ
う
い
う
従
来
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
た
か
っ
た
と
い
う
大
h
さ
ん
は
、農
作

業
の
効
率
化
を
求
め
て
、機
械
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

機
械
化
に
よ
る
効
率
の
良
い
農
業
経
営
、こ
れ
が
自
分

自
身
の
経
営
ス
タ
イ
ル
だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、農
作
業
の
受
託
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
経
営

も
行
う
大
h
さ
ん
。「
『
親
切
』『
て
い
ね
い
』を
心
が
け
、

お
客
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
作
業
を
し
て
い
か
な

く
て
は
」。

九
月
に
な
る
と
、稲
刈
り
作
業
の
受
託
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
で
の
荷
受
け
、も
み
す
り
な
ど
で
多
忙
を
極
め
、

家
族
で
分
担
し
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

京
都
市
内
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
坂

本
さ
ん
が
、奥
さ
ん
の
実
家
で
あ
る
猪
鼻
区
に
移
っ
て

き
た
の
は
平
成
六
年
の
こ
と
。こ
れ
を
機
に
坂
本
さ
ん

の
農
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
年
、京
都
府
の
後
継
者
育
成
支
援
事
業
を
利
用
し
、

二
年
間
の
研
修
を
経
て
平
成
八
年
に
就
農
。
最
初
か
ら

複
合
経
営
を
目
指
し
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
坂
本
さ
ん

は
、稲
作
や
施
設
園
芸
、農
作
業
受
託
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

就
農
し
て
作
業
受
託
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
十
年
。

「
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
あ
っ
て
の
事
業
で
す
」
と
話

す
坂
本
さ
ん
。
複
合
経
営
を
進
め
て
き
た
の
は
「
リ
ス

ク（
危
機
）を
分
散
さ
せ
る
た
め
」だ
そ
う
で
す
。「
農
業

は
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
、し
か
も
価
格
変
動
が
激
し

い
た
め
、常
に
リ
ス
ク
と
背
中
合
わ
せ
の
仕
事
で
す
。だ

か
ら
、そ
れ
を
う
ま
く
回
避
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い

く
こ
と（
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
）が
大
切
で
す
」。

坂
本
さ
ん
は
、研
修
中
に
習
得
し
た
複
式
簿
記
で
自

ら
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
に
は
中
間
決
算

を
打
ち
、経
営
状
況
や
リ
ス
ク
の
分
析
を
行
い
、次
の
経

営
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
企
業
的
な
農
業
経
営
」
が
自
分
の
ス
タ

イ
ル
で
あ
り
、今
後
も
、い
ろ
い
ろ
な
情
勢
に
対
応
で
き

る
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。

和知地区の認定農業者　

早川正敏さん（大迫）

会
社
勤
め
だ
っ
た
早
川
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た
の
は

平
成
十
五
年
一
月
の
こ
と
。
京
都
府
農
業
会
議
の
「
新

規
就
農
実
践
講
座
」
の
研
修
生
と
し
て
一
家
そ
ろ
っ
て

旧
和
知
町
へ
移
り
、二
年
間
の
研
修
後
、平
成
十
七
年
に

認
定
農
業
者
と
な
っ
て
就
農
し
ま
し
た
。

勤
め
人
で
は
な
く
、独
立
自
営
を
望
ん
だ
早
川
さ
ん

が
、自
営
業
の
職
種
と
し
て
農
業
を
選
ん
だ
の
は
、少
な

い
投
資
で
も
始
め
ら
れ
る
う
え
、支
援
制
度
も
充
実
し

て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

「
研
修
中
に
、あ
る
程
度
ま
で
栽
培
規
模
を
拡
大
で

き
た
の
で
、就
農
し
て
か
ら
は
、わ
り
と
ス
ム
ー
ズ
に
事

業
展
開
が
で
き
ま
し
た
」
と
早
川
さ
ん
。
し
か
し
、実
際

に
旧
和
知
町
で
就
農
し
て
み
る
と
、農
業
で
生
計
を
立

て
て
い
る
人
は
意
外
に
少
な
く
、農
地
を
持
つ
非
農
家

が
想
像
以
上
に
多
い
こ
と
に
驚
き
、農
業
の
厳
し
い
状

況
も
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
ミ
ズ
ナ
栽
培
ひ
と
す
じ
」
。こ
れ
が
早
川
さ
ん
の
ス

タ
イ
ル
で
す
。「
ハ
ウ
ス
で
周
年
栽
培
が
で
き
、一
年
中

収
穫
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。
毎
日
出
荷
す
る
こ
と
で
、

価
格
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク（
危
機
）を
カ
バ
ー
で
き
て
い

ま
す
」
と
早
川
さ
ん
。こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、今
後

も
ミ
ズ
ナ
栽
培
一
本
で
が
ん
ば
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。「
自

然
相
手
の
仕
事
だ
け
に
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、良
い

物
を
作
っ
た
ら
、そ
れ
が
成
果
と
し
て
表
れ
る
、そ
れ
が

農
業
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」。

機械化を進め、

効率的な農業経営が

わたしのスタイルです

わたしのスタイルは

「ビジネスとしての農業」。
「リスクヘッジ」が大切です

Ｉターンで新規就農。
「ミズナ栽培一本」が

わたしのスタイルです
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新農業時代
新たな風を受けて農業が変わっていく

特集 集団（集落）営農のかたち
──持続可能な営農組織づくりを考える

環境や景観保全にも大きな役割を果たしている農地。
近年、農家の減少や後継者不足に伴い、町内では遊休農地の増加が深刻な問題となっています。

地域の農業と農地を将来にわたってどのように守っていくのか、その方策として今後、集落営農や営農組織の法人化などが注目を集めそうです。
では現在、町内で持続的に営まれている集団（集落）営農とはどのようなものなのでしょうか。

集
落
営
農
が
盛
ん
な
和
知
地
区
。
安
栖
里
区
、角
区
、

中
区
、稲
次
区
、中
山
区
、市
場
区
、小
畑
区
な
ど
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
各
農
家
が
共
同
で
農
作
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、遊
休
農
地
の
解
消
や
作
業
の
効
率
化
、農

地
の
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

中
山
区
の
農
家
で
つ
く
る
「
中
山
農
事
共
同
作
業
組

合
」
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
五
十
六
年
ご
ろ
。
区
内
の

ほ
場
整
備
が
完
成
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、約
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
農
地
の
共
同
経
営
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
加
入
戸
数
は
同
区
の
農
家
の
ほ
ぼ
全
戸
に

あ
た
る
三
十
二
戸
。「
広
い
ほ
場
を
稲
作
地
と
黒
大
豆

栽
培
地
に
区
分
け
し
て
、共
同
作
業
を
し
て
い
ま
す
」

と
組
合
長
を
務
め
る
畑
中
光
好
さ
ん（
中
山
）。
五
年
前

か
ら
機
械
も
導
入
し
、効
率
良
く
経
営
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

同
組
合
で
は
、共
同
作
業
に
従
事
し
た
農
家
に
対
し

て
日
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が

組
織
の
運
営
を
持
続
的
な
も
の
に
し
て
い
る
と
も
い
え

ま
す
。

現
在
、従
事
者
の
年
齢
層
は
六
十
―
八
十
代
。
畑
中

さ
ん
は
「
こ
の
集
落
営
農
を
次
の
世
代
へ
ど
の
よ
う
に

引
き
継
い
で
い
く
か
が
、今
後
の
課
題
」だ
と
い
い
ま
す
。

「
富
田
黒
大
豆
生
産
組
合
」は
、平
成
二
年
ご
ろ
か
ら

京
丹
波
町
の
名
産
・
黒
大
豆
の
共
同
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

現
在
の
組
合
員
は
十
四
人
。
約
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
ほ
場
を
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、黒
大
豆
を
栽
培
す

る
ほ
場
を
一
年
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

「
耕
作
で
き
な
い
高
齢
農
家
の
田
畑
の
荒
廃
を
防
ぐ
と

と
も
に
、ほ
場
を
団
地
化
し
て
作
業
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
ま
す
」
と
組
合
長
を
務
め
る
寺
井
昭
三
さ
ん（
富

田
）。「
中
に
は
町
外
の
方
が
所
有
さ
れ
て
い
る
農
地
も

あ
り
ま
す
が
、そ
の
方
た
ち
に
も
理
解
を
求
め
、農
地
の

集
積
体
制
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
い
い
ま

す
。同

組
合
で
は
利
益
の
一
部
を
組
合
員
の
費
用
弁
償

に
あ
て
、ま
た
、組
合
員
相
互
の
団
結
と
連
携
を
育
む

た
め
親
ぼ
く
会
な
ど
も
開
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
集
団

営
農
で
は
組
合
員
の
結
束
力
が
大
切
で
す
と
話
す
寺

井
さ
ん
。こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
持
続
可
能
な
組
織
づ
く

り
の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

同
組
合
の
今
後
の
課
題
は
「
後
継
者
の
育
成
」
と
寺

井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、同
組
合
で
は
、退
職
し
た
人
や
、こ
れ
か
ら
退
職
を

迎
え
る
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
に
共
同
作
業
へ
の
参

加
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

和知地区の
集落営農

丹波地区の
集団営農

瑞
穂
地
区
の
鎌
谷
下
区
、鎌
谷
中
区
、鎌
谷
奥
区
、東

又
区
で
つ
く
る
「
鎌
谷
地
域
農
場
づ
く
り
協
議
会
」
が

発
足
し
た
の
は
平
成
十
五
年
十
一
月
。
四
集
落
で
力
を

合
わ
せ
て
農
業
経
営
を
や
っ
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、平
成
十
六
年
度
、十
七
年
度
に
国
や

京
都
府
の
支
援
を
受
け
て
、コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
機
械
を
導
入
し
、東
又
地
内
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
を
整
備
。
四
集
落
の
農
業
者
十
人
で
「
農
作
業
受
託

部
会
」
を
つ
く
り
、こ
れ
ら
の
機
械
を
使
っ
て
作
業
受
託

を
行
い
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、町
内
の
朝
市
に
出
荷
し
て
い
る
農
家
な
ど
で

「
園
芸
部
会
」も
設
け
て
い
ま
す
。

「
農
作
業
受
託
部
会
に
つ
い
て
は
今
後
、法
人
化
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
」
と
同
協
議
会
会
長
の
中

村
亀
夫
さ
ん（
鎌
谷
下
）。
地
域
の
農
業
や
農
地
を
守
っ

て
い
く
た
め
、持
続
可
能
な
組
織
体
制
を
築
き
、担
い
手

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、法
人
化
に
向
け
て
、出
資
金
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、今
後
も
話
し
合
い
を
進
め
、地
域
の
合
意
を
形

成
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
場
づ
く
り
事
業
は
、平
成
十
一
年

一
月
に
発
足
し
た
梅
田
西
部
地
域
農
場
づ
く
り
協
議
会

（
畠
中
勉
会
長
）が
先
駆
け
と
な
り
、ほ
か
に
質
美
地
域
、

三
ノ
宮
地
域
で
も
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域農場づくり
協議会

①

②

④ ③

中山農事共同作業組合長・畑中光好さん（中山）

富田黒大豆生産組合長・寺井昭三さん（富田）

鎌谷地域農場づくり協議会会長・中村亀夫さん（鎌谷下）

①中山区の集落営農の作業風景（中山地内）
②富田地域一帯の黒大豆栽培地
③鎌谷地域農場づくり協議会が導入した機械
④東又地内のライスセンター
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新農業時代
新たな風を受けて農業が変わっていく

特集 「まちの農業」の
これから

──新農業時代の農業経営とは

「
経
営
事
業
」と
し
て
の

集
団（
集
落
）営
農

「
今
後
の
農
業
振
興
の
方
向
と
し
て
集
団
営
農
が
注

目
さ
れ
て
く
る
の
で
は
」
と
話
す
の
は
財
団
法
人
瑞
穂

町
農
業
公
社
・
理
事
長
の
田
畑
一
喜
さ
ん（
質
美
）。

「
地
域
の
農
業
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
の
か
を
地

域
の
農
業
者
が
話
し
合
い
、知
恵
を
出
し
合
っ
て
、手
立

て
を
考
え
て
い
く
、そ
う
い
う
場
が
必
要
。
個
々
で
の
対

応
で
は
な
く
、地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、

鎌
谷
地
域
な
ど
の
地
域
農
場
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組

み
の
成
功
が
、今
後
の
農
業
振
興
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る

と
い
え
そ
う
で
す
」。

財
団
法
人
丹
波
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
・
事
務
局
長
の

前
谷
幹
夫
さ
ん（
下
山
）は
、「
京
丹
波
町
は
中
山
間
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、生
産
規
模
が
小
さ
い
と
い
う
の

が
弱
点
。こ
の
よ
う
な
「
生
産
不
利
地
」
で
、し
か
も
後

継
者
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、農
業
経
営
を
持

続
さ
せ
て
い
く
に
は
、や
は
り
地
域
全
体
の
問
題
と
し

て
、『
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
』と
い
う
意
識
が
必
要
」

だ
と
い
い
ま
す
。

和
知
地
区
の
集
落
営
農
や
丹
波
地
区
富
田
一
帯
の
黒

大
豆
の
集
団
栽
培
な
ど
で
は
、農
地
の
団
地
化
に
よ
り
、

作
業
効
率
や
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、遊
休
農
地

の
解
消
を
図
る
な
ど
、地
域
全
体
で
農
業
を
守
っ
て
い

く
手
立
て
が
み
ら
れ
、組
織
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い

く
た
め
の
工
夫
も
あ
り
ま
す
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、今
後
の
農
業
に
お
い
て
集
団

営
農
の
推
進
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、

そ
の
あ
り
方
は
、「
ム
ラ
仕
事
」で
は
な
く
、持
続
可
能
な

「
経
営
事
業
」
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
に

新
し
い
力
を

財
団
法
人
和
知
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー（
山
口
郁

夫
理
事
長
）の
特
産
開
発
部
。こ
こ
で
は
、農
作
業
受
託

や
就
農
者
の
支
援
の
ほ
か
、町
道
の
草
刈
り
や
除
雪
な

ど
幅
広
い
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、受
託
件
数
は
横
ば
い
状
態
だ
と
同
部
長
の
蒲

生
稔
さ
ん（
稲
次
）。
後
継
者
不
足
や
獣
害
な
ど
に
よ
り
、

農
業
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

地
域
の
活

性
化
の
た
め

に
も
、
農
村

に
人
を
寄
せ

て
こ
な
け
れ

ば
と
蒲
生
さ
ん
。

「
例
え
ば
、遊

休
農
地
を
利

用
し
た
都
市

住
民
の
農
作

業
体
験
を
行

う
な
ど
、
方

策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
す
。

瑞
穂
町
農

業
公
社
・
理

事
長
の
田
畑

さ
ん
は
、「
田

舎
の
た
め
閉

鎖
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、新
し
い
力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
も
必
要
。
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
の
確
保
や
、団

塊
の
世
代
の
就
農
な
ど
も
考
え
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

ま
た
、現
在
、ま
ち
の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
認
定

農
業
者
の
育
成
や
支
援
も
重
要
だ
と
話
す
田
畑
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
っ
て
い
く
認
定
農
業
者
を
地

域
全
体
で
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
概
を
持
つ
こ
と

が
大
切
」と
話
し
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確

保
に
向
け
た
総
合
的
な
推
進
体
制
の
確
立
を
し
て
い
く

た
め
、現
在
、「
京
丹
波
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
」（
仮
称
）の
設
立
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成１８年５月２９日から残留農薬のポジティブリスト制度が施行されました。この制度は、食品の安全性確保のため、こ

れまで残留農薬基準がなかった農薬にも国内外の基準を参考にして残留農薬基準を設定し、国内外に参考になる基準が

ない農薬に関しては、「人の健康を損なうおそれのない量」として極めて低い一律基準（０．００１ｐｐｍ）が設定されました。

これにより、農作物の生産者は、今まで以上に農薬の使用に対し注意が必要です。隣接する種類の異なる作物に散布さ

れた農薬が飛び散ってきただけでも、出荷停止の原因になる場合があり、農薬散布作業には細心の注意が必要です。

※０．００１ｐｐｍってどれくらい？
ｐｐｍ（ピーピーエム）は割合を示す単位で１００万分の１を示します。０．００１ｐｐｍは１億分の１を示し、分かりやすく例えると、

①重さ１００トンに１グラム含まれる量

②長さ１００キロメートルのうちの１ミリメートルです。

ポジティブリスト制度とは

風のないときを選んで散布
風のない日や風の弱い時刻を選んで散布しましょ

う。散布中でも風向、風速は変化するので細心の注

意が必要です。

適切なノズルを選びましょう
一般的なノズルは粒子が小さい（０．１ｍｍ以下）た

め、農薬が飛散しやすくなっています。飛散の少ない

ノズルに切り替えることも効果的です。

散布の位置と方向に注意
農薬はできるだけ作物の近くから散布しましょう。

また、ほ場の内側に向かって散布するようにします。

地域一体となった取り組みが大切です
ＪＡ京都丹波支店生産課長・西田要さん

ポジティブリスト制度には、食品の安全性の確保や、国内の農作物の自給率を高めるなどの目的があり

ますが、生産者にとっては厳しい状況です。農家の皆さんへは説明会を開き、理解を求めています。

注意すべき点として１つめは、飛散しにくい剤型を選ぶことです。粒剤など飛散しにくい剤型に代える

ことでも効果があります。

２つめに、農薬のラベルに書かれている適用内容を確認し、散布できる作物や使用量、濃度、使用時期、

成分ごとに定められている総使用回数を必ず守ってください。

３つめに、地域一体となって農薬飛散防止のための取り組みを実行することが大切です。自分ひとりの

注意で防げない部分があります。散布日などを互いに連絡しあったり、地域内で栽培地をまとめたりする

など、地域で対策を考えていく必要があります。

瑞穂町農業公社・理事長の田畑一喜さん（行仏）

和知ふるさと振興センター特産開発部長・
蒲生稔さん（稲次）

特産開発部ではパイプハウスの整備など就農者
支援も行っている（大迫地内）



「
北
部
振
興
会
」
の
発
足

「
和
知
町
北
部
振
興
会
」
が
発
足
し
た
の
は
丹
波
町
・

瑞
穂
町
・
和
知
町
で
の
合
併
を
半
年
後
に
控
え
た
平
成
十

七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

旧
和
知
町
の
北
部
地
域
を
形
成
す
る
仏
主
、
上
粟
野
、

細
谷
、
下
粟
野
、
西
河
内
で
は
近
年
、
過
疎
化
と
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
が
著
し
く
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
、

各
集
落
の
自
治
の
面
に
お
い
て
も
活
力
の
低
下
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
、
北
部
地
域
五
集
落
が
力
を
合
わ
せ
、
北
部
地
域
全
体

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
同
振
興
会
は

発
足
し
た
の
で
あ
る
。
合
併
に
伴
い
、
今
年
の
四
月
に
は

「
京
丹
波
町
北
部
振
興
会
」
と
名
称
を
改
め
た
。

発
足
二
年
目
は
、

都
市
と
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

今
年
の
七
月
二
日
、
京
都
府
青
少
年
和
知
山
の
家
（
上

粟
野
）
一
帯
を
会
場
と
し
て
、
都
市
と
農
村
の
交
流

事
業
「
ふ
る
さ
と
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
細
谷
区
が
平
成
元
年
か
ら
独

自
で
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
旧
和
知
町
出
身

者
が
大
阪
府
吹
田
市
で
経
営
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
ス
ー
パ
ー
の
顧
客
を
観
光
バ
ス

で
同
区
に
呼
び
込
み
、
農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
を

通
じ
て
地
域
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
活
性
化
を
図
っ
て

い
こ
う
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
同
イ
ベ
ン
ト
は
北
部
振
興
会
に
引

き
継
が
れ
、
発
足
二
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
の
活
動

第
一
弾
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
百
人
の
都
市
住
民

が
参
加
。
イ
モ
掘
り
や
ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
、
地
域

特
産
品
の
展
示
即
売
な
ど
を
通
じ
て
、
豊
か
な
自
然

と
新
鮮
な
地
域
の
食
材
を
満
喫
し
た
。

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ね
ら
い
は
、
田
舎
の
魅
力
を

発
信
し
、
都
市
の
人
び
と
に
、
こ
の
地
域
へ
足
を
運

ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
」
と

北
部
振
興
会
の
会
長
・
藤
田
正
之
さ
ん
（
西
河
内
）。

京
都
市
か
ら
の
参
加
者
は
「
日
本
海
方
面
へ
レ
ジ

ャ
ー
に
行
く
と
き
、
京
丹
波
町
を
通
る
が
、
こ
の
辺
り

に
来
る
は
初
め
て
。
家
族
で
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出
か
け
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
今
度
は
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
、
こ
の

地
域
に
足
を
伸
ば
し
た
い
」。

ま
た
、
大
阪
市
か
ら
参
加
し
た
家
族
連
れ
は
「
子
ど

も
に
自
然
体
験
を
さ
せ
た
い
と
思
い
参
加
し
た
。
収
穫

体
験
や
ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
お
金
で
は
買
え
な
い
、

す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し

た
い
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
取
り
組
み
を
評
価
す
る

声
が
聞
か
れ
た
。

一
方
で
、「
Ｐ
Ｒ
不
足
。
こ
れ
だ
け
す
ば
ら
し
い
自
然

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

べ
き
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
毎
年
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
ん
で
い
く
こ

と
で
、
参
加
者
の
『
口
コ
ミ
』
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
も
ね
ら

っ
て
い
き
た
い
」
と
藤
田
会
長
は
話
す
。

持
続
的
な
組
織
の

運
営
に
向
け
て

北
部
振
興
会
で
は
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
体
験
イ
ベ
ン

ト
」
を
第
一
弾
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
の
秋
に
は
、

黒
大
豆
の
枝
豆
の
収
穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
都

市
住
民
の
呼
び
込
み
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
五
集
落
で
行
っ
て
き
た
運
動

会
「
後
宴
体
育
大
会
」
や
、
北
部
地
域
の
住
民
が
集
い
、

交
流
を
深
め
る
新
し
い
企
画
を
計
画
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
住
民
要
望
の
集
約
や
地
域
振
興
計
画

の
推
進
な
ど
幅
広
い
事
業
展
開
を
通
じ
て
、
同
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

「
発
足
二
年
目
と
な
る
今
年
度
の
事
業
を
ス
ム
ー
ズ

に
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
は
、
前
会
長
で
あ
る
今
西
正
さ

ん
（
細
谷
）
を
中
心
と
す
る
前
役
員
が
、
地
域
活
性

化
へ
の
熱
い
思
い
を
も
っ
て
振
興
会
を
発
足
さ
せ
、

土
台
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
」
と
し
た
う
え

で
、「
ま
ず
は
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
事
業
を
展
開

し
て
、
振
興
会
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
藤
田
会
長
と
副
会
長
の
吉
田
熊

雄
さ
ん
（
細
谷
）。

し
か
し
、「
組
織
の
運
営
が
、
本
当
に
軌
道
に
乗

っ
て
い
く
に
は
、
あ
と
五
年
く
ら
い
の
期
間
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
見
方
も
示
す
。

藤
田
会
長
は
、「
組
織
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
も
必

要
だ
が
、
同
振
興
会
の
役
員
に
は
、
五
集
落
の
区
長

な
ど
が
就
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
任
期
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
役
員
が
交
代
し
て
い
る
の
が
現
状
」
だ
と
運
営

面
で
の
課
題
を
指
摘
。「
次
の
役
員
へ
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
組
織
運
営
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
も
必
要
」
だ
と
話
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
組
織
を
運
営
し
、
そ
の
中

で
新
役
員
な
り
の
「
色
」（
個
性
）
を
出
し
て
い
け
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
組
織
運
営
が
ね
ら
い
だ
。
持
続
可

能
な
組
織
づ
く
り
へ
試
行
錯
誤
が
続
く
。

北
部
地
域
五
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に
自

治
を
行
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
北
部
地
域
を

ひ
と
つ
の
範
囲
と
し
た
広
域
的
な
振
興
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
「
五
集
落
の
意

思
統
一
」
が
何
よ
り
も
必
要
だ
と
藤
田
会
長
。

北
部
振
興
会
の
活
動
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続

さ
せ
て
い
く
中
で
、
北
部
地
域
の
人
び
と
の
交
流
と

き
ず
な
を
育
み
、「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
北

部
地
域
を
守
っ
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
意
識
の
浸
透

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
、
最
後
に
藤
田
会
長
。

北
部
振
興
会
の
地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦
は
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

KYOTAMBA TOWN◆11

過
疎
化
、少
子
・
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
旧
和
知
町（
現
京
丹
波
町
和
知
地
区
）の
北
部
地
域
。こ
の
地
域
を

形
成
す
る
仏
主（
ほ
ど
す
）、上
粟
野
、細
谷
、下
粟
野
、西
河
内
の
五
集
落
は
、北
部
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指

し
て
力
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
、平
成
十
七
年
四
月
、「
和
知
町
北
部
振
興
会
」（
現
「
京
丹
波
町
北
部
振
興
会
」
）

を
立
ち
上
げ
た
。

今
回
は
、従
来
の
集
落
の
枠
を
超
え
た
、新
し
い
広
域
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
注
目
を
集
め
る
同
振

興
会
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
迫
る
。

10

吉田熊雄さん（細谷）

藤田正之さん（西河内）

地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦

アユのつかみどりを楽しむ子どもたち（和知山の家周辺）イモ掘りを体験する家族連れ（和知山の家周辺）

アユの塩焼き。参加者の人気を集めた イベントを支える地域の人びと
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このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

7月の町営バス利用者数 一般利用者（生徒学生など除く）数の推移

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

758（＋  11）

73（－    0）

184（－  42）

86（＋  20）

294（－  94）

298（＋    2）

664（－  58）

377（－  80）

457（－  71）

150（－  58）

28（－  23）

3,369（－393）

　5月  

664

52

162

50

425

340

784

433

509

146

39

3,604

　6月  

747

73

226

66

388

296

722

457

528

208

51

3,762

　7月  

758

73

184

86

294

298

664

377

457

150

28

3,369

2,485（－1,545）

1,643（－   955）

2,040（－1,086）

0（±       0）

629（－   421）

403（－   372）

1,136（－   725）

602（－   210）

564（－   212）

1,720（－   676）

1,440（－   666）

12,662（－6,868）

3,243（－1,534）

1,716（－   955）

2,224（－1,128）

86（＋     20）

923（－   515）

701（－   370）

1,800（－   783）

979（－   290）

1,021（－   283）

1,870（－   734）

1,468（－   689）

16,031（－7,261）

モントリオールオリンピック（1976年）で金メダルに輝いた当時の日本代表選手と

バレーボールを楽しむ「京丹波町バレーボールフェスティバル」（町体育協会主催）が

7月2日、蒲生野中アリーナで行われ、子どもから大人まで約180人が参加。

世界の頂点を極めた選手の指導に、子どもたちは目を輝かせてボールを追いかけていました。

ＮＰＯ法人「バレーボール・モントリオール会」
飯田（現・神白）高子さん（右）
白井（現・高木）貴子さん（左）
お二人は、モントリオール五輪の栄光から三十周年を

迎えたのをきっかけに今年四月、当時の日本代表メン

バーやバレーボールを取材していた記者、アナウンサ

ーらとともにＮＰＯ法人「バレーボール・モントリオール

会」を設立。現役選手の支援や、地域のスポーツ振興な

ど幅広い活動を展開しています。

地方での活動は、京丹波町バレーボールフェスティバ

ルが第一号となりました。「全国各地に当時のメンバー

がいますので、お呼びがかかれば、どこへでも行きます。

バレーボールの楽しさを伝えるとともに、わたしたちの

経験が、地域のスポーツ振興や活性化につながればと

思います」。

森脇夏美さん（丹波ひかり小・六年）
少し緊張したけど、レシーブのしかたな

どの基本がよく分かりました。またバレー
ボールが好きになりました。
夢は大きく、オリンピック選手を目指し

て練習にがんばっていきたいと思います。

和田絵美さん（和知中・三年）
教わったこと一つひとつが、ためになる

ことばかりでした。目標としてまずは、口丹
波大会での優勝目指して、今日教わったこ
とを日々の練習で実践していきたいです。

指導にあたったのは、モントリオール五輪で金メダルを獲得した当時の
日本代表の主将・飯田（現・神白）高子さんと、「世界の大砲」といわれた
エースアタッカーの白井（現・高木）貴子さん。
フェスティバルでは、始めに中野昭・町体育協会長（豊田）と松原茂樹町
長があいさつしたあと、町バレーボール連盟会長の一井公子さん（須知）
が、「京丹波町からすばらしいオリンピック選手が出ることを期待して、今
日一日、充実した教室になればうれしい」とあいさつ。
その後、参加者たちは、飯田さんと白井さんからレシーブの姿勢やコツ

などの基本を教わりました。世界の頂点を極めた一流選手の指導に、参加
した子どもたちは目を輝かせ、いきいきとした表情で基本練習に汗を流し
ていました。

路線名

（　）は前月比

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

広
報
「
京
丹
波
」
五
月
号
で
、「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
、厚
生
労

働
省
が
発
表
し
た
「
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
問

題
と
さ
れ
て
お
り
、放
置
す
る
と
糖
尿
病
に
な
り
や
す

く
、動
脈
硬
化
を
促
し
、生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
因
は
、や
は
り
運
動
不
足
や
油
も
の
の
摂
り
す
ぎ
。

肉
や
高
脂
肪
の
食
べ
物
は
極
力
控
え
、魚
と
旬
の
野
菜

を
食
べ
、適
度
な
運
動
を
毎
日
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
大

切
な
の
だ
そ
う
で
す
。

「
医
食
同
源
」「
身
土
不
二
」
と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
食
」
は
生
き
る
こ
と
の
基
本
で
す
。
幸

い
京
丹
波
町
は
食
材
の
宝
庫
で
す
。
町
内
の
朝
市
に
は
、

新
鮮
な
季
節
の
野
菜
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
、感

謝
せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
で
、最
近
は
朝
市
め
ぐ
り

が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
以
前
、広
報
京
丹
波
に
お
便
り
を
出
し
、

実
名
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、私
の
周
辺
で
は
大

変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
閉
鎖
的
な
地
域
と
い
う
よ
り
、そ

れ
だ
け
広
報
京
丹
波
が
愛
読
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
広
告
、い
や
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
と
し
て
は
、か
な
り
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、ふ
と
思
っ
た
こ
と
、悩
ん
で
い
る
こ
と
、

み
ん
な
に
伝
え
た
い
こ
と
、何
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、ど
ん
ど
ん
お
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
だ
れ
か
が
、

き
っ
と
読
ん
で
く
れ
、友
だ
ち
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。（

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
）

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
て

特
集
を
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
ん
な

特
集
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
、お
便
り
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

Ｑ
　
役
場
玄
関
前
に
あ
る
掲
示
板
で
す
が
、地
上
か
ら

の
高
さ
が
結
構
あ
り
、車
イ
ス
の
人
や
、お
年
寄

り
に
は
と
て
も
見
づ
ら
い
も
の
で
す
。
見
や
す
く

な
る
よ
う
に
改
良
で
き
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
こ
の
ほ
ど
、改

良
工
事
を
行
い
、

掲
示
板
の
位

置
を
低
く
し

ま
し
た
の
で
、

来
庁
の
際
に

は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

送り先

このコーナーは、「身近に起こった出来事」や「感
動したこと」、「みんなに教えてあげたい・わたしの
健康術」、「こんなサークル活動始めました」、「ま
ちづくりについての意見」、「広報紙への感想」、「イ
ラスト・絵画・写真」、「エッセイ・詩・俳句、川柳」など、
読者の皆さんの身近な情報発信としてご利用くだ
さい。

白井さんの熱のこもった指導

飯田さんのていねいな指導ぶり

低くなった役場前掲示板
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明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り

呼
び
か
け
る

七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
法
務
省
が
提
唱
す
る
全

国
運
動
「
第
五
十
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
七
月
三
日
、
町
保
護
司
会
や

更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
ら
約
四
十
人
が
、
町
内
の
各
事
業
所

を
訪
問
し
、
運
動
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
あ
と
、
Ｊ
Ｒ
和
知
駅

や
道
の
駅
「
丹
波
マ
ー
ケ
ス
」、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
前
で
街
頭
啓
発
を
行
い
、
行

き
交
う
町
民
ら
に
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
街
頭
啓
発
な
ど
の
活
動
に
先
立
ち
、
町
保
護
司
会
会
長
の
川
口
忠

夫
さ
ん
（
豊
田
）
か
ら
松
原
茂
樹
町
長
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
関
す

る
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

休
耕
田
対
策
に
「
レ
ン
タ
カ
ウ
」

西
河
内
区
と
篠
原
区
の
休
耕
田
で
、
碇
高
原
牧
場
（
京
丹
後
市
）

か
ら
「
レ
ン
タ
カ
ウ
」
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
牛
と
ヒ
ツ
ジ
を
放

牧
し
、
農
地
の
荒
廃
防
止
な
ど
を
図
る
取
り
組
み
が
、
六
月
九
日

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
カ
ウ
制
度
は
、
牛
や
ヒ
ツ
ジ
に
雑
草
を
食
べ
さ
せ
る
こ

と
で
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
休
耕
田
対
策
と
し
て
碇
高
原
牧
場
が
平

成
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
。
近
年
は
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
な
ど
を
遠
ざ
け
る
獣
害
対
策
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
度
、
西
河
内
区
と
篠
原
区
で
始
め
て
同
制
度
が
導
入
さ
れ
、

本
年
度
も
西
河
内
区
に
牛
二
頭
、
篠
原
区
に
ヒ
ツ
ジ
三
頭
が
放
牧

さ
れ
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
期
間
は
九
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
立

京
丹
波
町
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
七
月
五
日
に
発
足
し
、
瑞
穂
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
初
会
合
を
開
催
。
主
任
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
教

育
、
医
療
、
行
政
の
関
係
者
十
五
人
を
委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

同
会
議
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
に
伴
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
情
報
の
共
有
化
を
進
め
、
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
対
応
の
連
携
な

ど
を
図
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
で
す
。

こ
の
日
の
会
合
で
は
、
堀
郁
太
郎
助
役
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
十
五
人
の
委
員
を

代
表
し
て
町
主
任
児
童
委
員
の
山
内
和
代
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付
。
続
い
て
、
役
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
、
高
柳
秀
文
さ
ん
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
、

本
庄
）、
副
会
長
に
は
山
内
峰
子
さ
ん
（
町
主
任
児
童
委
員
、
橋
爪
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

次
に
、
京
都
児
童
相
談
所
の
八
木
昭
・
相
談
判
定
課
長
か
ら
、
全
国
や
府
内
の
児

童
虐
待
の
現
状
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
役
割
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
委
員
ら

は
今
後
の
児
童
虐
待
へ
の
対
応
や
、
相
談
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

ソ
バ
の
生
産
体
制
充
実
へ

瑞
穂
地
区
で
栽
培
が
盛
ん
な
ソ
バ
の
増
産
を
目
指
し
、
七
月
十
一
日
、「
瑞
穂

そ
ば
生
産
組
合
」
が
発
足
。
同
日
、
瑞
穂
支
所
で
開
か
れ
た
設
立
総
会
に
は
ソ
バ

の
生
産
農
家
ら
約
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
設
立
発
起
人
を
代
表
し
て
畠
中
勉
さ
ん
（
下
大
久
保
）
が
「
組
合

の
設
立
を
機
に
、
農
家
の
連
携
を
図
り
、
良
質
な
ソ
バ
の
生
産
体
制
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
あ
と
議
事
が
行
わ
れ
、
規
約
や
今
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の
選
出
で
は
、
初
代
組
合
長
に
、
設

立
発
起
人
の
代
表
を
務
め
た
畠
中
勉
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
総
会
で
は
、
町
内
で
ソ
バ
料
理
店
を
営
む
沖
哲
司
さ
ん
（
橋
爪
）
の

「
ソ
バ
を
使
っ
た
健
康
食
事
法
」
と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、
健
康
食
材
と
し
て

の
ソ
バ
の
魅
力
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
町
内
の
ソ
バ
生
産
農
家
三
十
七
人
を
組
合
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
今

後
は
、
組
合
員
か
ら
の
会
費
な
ど
を
も
と
に
運
営
し
、
ソ
バ
の
収
量
向
上
や
特
産

品
化
を
目
指
し
、
生
産
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
対
策
を
考
え
る

七
月
十
一
日
、
町
中
央
公
民
館
で
「
平
成
十
八
年
度
京
丹
波
町
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成
セ

ミ
ナ
ー
」（
文
部
科
学
省
・
府
教
委
な
ど
主
催
）
を
行
い
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
、「
見
守
り
隊
」
な
ど
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
地
域
住
民
な
ど
約

九
十
人
が
出
席
。
学
校
の
安
全
対
策
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
ど
も
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
凶
悪
な
犯
罪
や
事
件
が
頻
発
し
て
い

る
昨
今
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
活
動
を

行
う
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
の
養
成
・
研
修
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

府
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
京
都
産
業
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
・
藤
岡
一
郎
教
授
の
「
安
心
・
安

全
の
地
域
づ
く
り
―
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
―
」
と
題
し
た
講
演
や
、
南
丹
警
察
生
活
安
全
課
・
西
村
勝
美
警
部
補
の
「
学

校
の
安
全
対
策
と
護
身
術
」
と
題
し
た
実
践
講
座
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
真
剣
な
面
持
ち
で
話
し
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

児童虐待の現状とネットワーク会議の役割について理解を深める委員
（瑞穂保健福祉センター）

就任のあいさつをする畠中組合長（瑞穂支所）スクールガード養成セミナーの様子（町中央公民館）

レンタカウで休耕田対策（西河内地内）

街頭啓発で明るい社会づくりを呼びかける（道の駅「丹波マーケス」）

今
回
は
農
業
の
特
集
を
組
み

ま
し
た
。
平
成
十
九
年
産
か
ら

導
入
さ
れ
る
「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
は
特
集
の
中
で

も
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
農
政
を
根
本
か
ら
見
直
す
制

度
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、

今
回
の
特
集
は
、「
経
営
と
し

て
の
農
業
」、「
持
続
可
能
な
経

営
組
織
と
し
て
の
集
団
営
農
」

と
い
う
側
面
か
ら
ま
ち
の
農
業

を
見
つ
め
て
み
ま
し
た
。
こ
の

特
集
が
、
今
後
の
ま
ち
の
農
業

を
考
え
る
う
え
で
、
少
し
で
も

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（

Ｙ
）

編
集
後
記

人口 17,747 (＋ 2）
男 

8,429 （－ 3）
女 

9,318 （＋ 5）
世帯数 6,504 （－ 6）

わたしたちの町

8月1日現在／（　）は前月比
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■
社
会
教
育
委
員

■
社
会
教
育
委
員

　（
任
期
二
年
）

代
表
委
員
／
白
樫
貢
（
本
庄
）

副
代
表
／
澤
井
安
子
（
質
美
）

委
員
／
正
田
哲
也
（
小
畑
）
▼

隅
山
国
夫
（
下
山
）

▼
高
柳
秀
文
（
本
庄
）
▼
谷
田

穎
郎
（
中
台
）
▼
渡
辺
智
（
粟
野
）

▼
中
野
昭
（
豊
田
）

▼
小
松
重
子
（
升
谷
）
▼
太
田

明
平
（
橋
爪
）
▼
中
藤
昌
明
（
蒲

生
野
中
校
長
）

▼
由
良
賀
代
子
（
下
山
小
校
長
）

■
文
化
財
保
護
委
員
会

　（
任
期
二
年
）

会
長
／
浅
井
義
久
（
森
）

副
会
長
／
上
田
寛
治
（
妙
楽
寺
）

▼
川
邊
年
光
（
下
粟
野
）

委
員
／
細
見
晃
史
（
豊
田
）
▼

山
根
勲
（
下
山
）
▼
八
木
啓
一

（
鎌
谷
中
）
▼
正
田
幸
治
（
質
美
）

▼
堀
貞
夫
（
大
迫
）

▼
片
山
忠
一
（
安
栖
里
）

■
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

（
七
月
三
十
一
日
設
立
）

会
長
／
太
田
明
平
（
橋
爪
）

副
会
長
／
山
崎
博
（
曽
根
）

監
事
／
中
野
肇
（
院
内
）

▼
谷
垣
勇
（
水
原
）



KYOTAMBA TOWN

広

報
No.10

２００６年
８月１５日発行

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　電話(0771)82-0200（代表）・(0771)82-3801（直通）　企画・編集／企画情報課
［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

夏本番！
待ちに待ったプール開きに大はしゃぎ。夏には
やはり、子どもたちのあどけない笑顔がよく似
合います。（写真は和知小学校）

初めての乗馬に
ドキドキ、ワクワク
　８月５日に和知地区出野の「ヤマモリふぁーむ」
で開催した「親子四季体験教室」のひとコマ。
参加した子どもたちは、胸をドキドキ、ワクワク
させながら、初めての乗馬を楽しんでいました。

Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
エ
リ
ッ
ク
・
ギ
バ
ー
ス
さ
ん
（
南
ア
フ
リ
カ
）
と
、

ブ
ル
ッ
ク
・
ポ
ー
ル
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）
が
、
派
遣
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
七
月
下
旬
、

そ
れ
ぞ
れ
故
郷
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
二
年
前
に
来
日
。
蒲
生
野
中
や
旧
丹
波
町
内
の
各
小
で
英
語
の

指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
ブ
ル
ッ
ク
さ
ん
は
三
年
前
に
来
日
し
、
瑞
穂
中

や
旧
瑞
穂
町
内
の
各
小
で
英
語
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
「
夏
の
花
火
大
会
や
盆
踊
り
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
」

と
話
し
、
ブ
ル
ッ

ク
さ
ん
は
「
秋
祭

り
で
地
域
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
、
み

こ
し
を
担
い
だ
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
に
つ

い
て
、「
英
語
の
先

生
」
と
話
し
た
エ

リ
ッ
ク
さ
ん
、「
国

際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
で
活

躍
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
ブ
ル

ッ
ク
さ
ん
。
さ
よ

う
な
ら
。
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
。
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Tank you very much for inviting me to live in 

kyotamba-cho.

I enjoyed my time here, and learned a lot 

about life in Japan.

I think that people here are very kind and 

friendly.

I hope to visit sometime again in the future.

ありがとうございました！

Erik Gevers

I want to Tank everyone in kyotamba for 

their kindness and generosity during my three 

years here.

I have made many memories in Japan that I 

will share when I return to America.

I will always think of Mizuho as my home 

away from home.

Brooke Paul

京丹波町に住ませていただいて大変ありがとうございま
した。
ここで楽しい時間を過ごし、また、日本の生活について
多くのことを学びました。
京丹波町の皆様はとても優しく、親しかったと思います。
将来、いつの日か、また京丹波町を訪れたいです。

エリック・ギバース

３年間の滞在の間、京丹波町の皆様には、優しく、寛大に
接していただき、ありがとうございました。
日本でつくったたくさんの思い出は、アメリカに戻っても
忘れません。
第二の故郷として、瑞穂のことをいつも思っています。

ブルック・ポール

［特集］

新農業時代
―新たな風を受けて農業が変わっていく―

エリックさん（左）とブルックさん（右）


